
地震 ～濃尾地震・東南海地震・三河地震の記録～

明治２４年１０月２８日　震災記録

明治２４年　濃尾大震災写真帖

昭和１９年１２月７日 東南海地震に関する踏査報告

昭和１９年１２月７日 東南海地震の震害と震度分布

警察協会愛知支部（昭和６年刊）
昭和４８年愛知県総務部

消防防災課復刻刊行

　明治２５年５月、愛知県警察部から刊行された濃尾地震の被災状況に関する記録を復刻刊行したもの。「本書
ハ警察官吏ノ踏査実見セシ大地震当時ノ状況書ニシテ各郡ノ被害統計ヲ主トシ併テ惨状ノ一班ヲ載ス」（「凡
例」より）

　
被災直後から、被害状況を記録するため写真の撮影が行われたが、そうした被災地の写真７２枚を纏め、
昭和６（１９３１）年に刊行されたものの復刻版。被災直後の生々しい各地の状況を伝える。

　◆ 濃 尾 地 震

　明治２４年（１８９１年）１０月２８日　濃尾地震の震害と震度分布

愛知県警察部（明治２５年刊）

　明治２４年１０月２８日　濃尾地震文献目録 飯田汲事編
愛知県総務部消防防災課

昭和５３年刊

愛知県防災会議地震部会
昭和５４年刊

昭和４８年愛知県総務部
消防防災課復刻刊行

飯田汲事〔著〕

　・明治２４（１８９１）年１０月２８日午前６時３８分頃、揖斐川上流を震源に発生。
　・地震の規模はマグニチュード８．４。美濃及び尾張地方に大きな被害をもたらした。

　◆ 東 南 海 地 震

　・昭和１９（１９４４）年１２月７日午後１時３６分頃、伊勢湾口沖で発生。
　・地震の規模はマグニチュード８。東海地方に大きな被害をもたらしたが、戦時中であったためその詳細は
     不明。
　・軍需生産の一大拠点であった名古屋の工業地帯を襲った地震であったため、日本の戦力に大きなダメージを
     与えたといわれる。

名古屋帝国大学理学部
名古屋地方気象台

〔編〕

愛知県防災会議
昭和５０年復刻刊行

　
名古屋地方気象台に残されていた名古屋帝国大学理学部と名古屋地方気象台によって纏められた調査記録の復
刻。戦時中の地震であったため、被災状況などを伝える記録が乏しいなか、貴重な資料である。

  飯田汲事〔著〕  
愛知県防災会議
昭和５２年刊

各地に散在していた東南海地震に関する資料を収集・整理するとともに、現地調査を実施・考察して纏められ
たもの。著者の故・飯田汲事氏（１９０９－２０００）は、地震・津波研究の分野で多くの研究業績をあげら
れた地震学者。

　本県では、古来、地震によってたびたび被害をこうむったことが、古記録に留められています。
　今年の三月、東北・関東地方を襲った大震災は、地震の脅威をあらためて私たちに見せつけるとともに、過
去の地震に関する調査報告などの中に、今日の私たちが汲み取ることのできる教訓も多くあることをあらため
て認識させてくれました。
　今回の図書室特集資料コーナー展示は、明治以降、本県が経験した濃尾地震・東南海地震・三河地震に関
する記録・調査報告などの資料を展示し、今後の防災を考える機会としたいと思います。

　※ 記載事項：書名（シリーズ名）・著編者・出版者
　※ 所載の図版は『濃尾地震写真』（出版者不明、明治２５（１８９２）年、愛知県図書館所蔵）から

～ 濃尾地震・東南海地震・三河地震の記録 ～
愛知県議会図書室

平成23年7月1日(金)～平成23年9月30日(金)
午前8時45分～午後5時30分 ※閉室日を除く
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地震 ～濃尾地震・東南海地震・三河地震の記録～

昭和２０年１月１３日 三河地震の震害と震度分布

愛知県災害誌

◎ その他、濃尾地震等に関する被災者の方の体験記録、地震に関する一般書や地震防災関連のパンフ
レットなどを展示しています。

　◆ 本県の地震等災害対策関係

飯田汲事〔著〕
愛知県防災会議地震部会

昭和５３年刊

　地震に強い愛知県をめざして：第2次あいち地震対策アク
　ションプラン（平成22年3月修正）

愛知県防災局防災危機管理課
愛知県防災局防災危機管理課

平成２２年刊

　愛知県地域防災計画附属資料（平成２２年修正）
愛知県防災会議事務局

（防災局防災危機管理課）

愛知県防災会議事務局
（防災局防災危機管理課）

平成２２年刊

　愛知県地域防災計画：地震災害対策計画（平成２２年５
　月修正）

愛知県防災会議事務局
（防災局防災危機管理課）

愛知県防災会議事務局
（防災局防災危機管理課）

平成２２年刊

　◆ 三 河 地 震

　・昭和２０（１９４５）年１月１３日午前３時３８分頃、三河湾を震源に発生。
　・地震の規模はマグニチュード７．１。
　・大きな被害をもたらした地震であったが、東南海地震と同じく戦時中であったため、その詳細は不明である。

　愛知県被害津波史 飯田汲事〔著〕 
愛知県防災会議地震部会

昭和５６年刊

　

　◆ その他本県の地震史に関するもの

　明応地震・天正地震・宝永地震・安政地震の震害と震度
　分布

飯田汲事〔著〕 
愛知県防災会議地震部会

昭和５４年刊

　災害の記録．平成２年～（※年刊）
愛知県総務部消防防災課

（現在は防災局災害対策課編）
愛知県総務部消防防災課

（現在は防災局災害対策課刊）

　愛知県災害誌：昭和４５年～昭和５５年編 名古屋地方気象台監修
愛知県

昭和５７年刊

　愛知県災害誌：昭和５６年～平成３年編 名古屋地方気象台監修
愛知県

平成５年刊

かつての被災地域を実地調査するとともに、各地に散在していた資料を収集し、既存の資料と併せて三河地震
を考察したもの。

大宝元（７０１）年から昭和４４（１９６９）年まで、本県が被った災害史を纏めた資料。第１編「災害年
表」・第２編「気象災害」・第３編「地震」・第４編「火災」・「引用・参考文献一覧表」からなる。

名古屋地方気象台監修
愛知県

昭和４５年刊
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